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⽔⽥単作から⻨・⼤⾖のブロックローテーションを実現 ⻘⽣地区（宮城県美⾥町）　

畑地・樹園地の⾼機能化による園芸作物の⽣産拡⼤ 三美地区（茨城県常陸⼤宮市）

政策課題１　生産性向上等に向けた生産基盤の強化

政策⽬標２　  国内の需要等を踏まえた⽣産の拡⼤

スマート農業の実装を可能とする基盤整備

大区画化等による労働生産性の向上
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施設更新・補修 関係者との役割分担 経営収支健全化

ソーラーパネル

カメラ

通信機器

電源装置

水位計

政策課題２ 農業⽤⽔の安定供給及び良好な排⽔条件の確保

政策⽬標３  農業⽔利施設の戦略的な保全管理による持続的な機能確保

政策課題３ 増⼤する災害リスクに対応するための農業・農村の強靱化

政策⽬標 4  気候変動等により激甚化・頻発化する災害に対応した防災・減災対策の推進

改正土地改良法に基づく水土里ビジョンの策定

ICT 等新技術の導入 農業水利施設の省エネ化施設の集約・再編

将来予測に基づく計画策定手法も踏まえた排水施設の整備・改修を推進

「田んぼダム」の取り組み

防災重点農業用ため池の防災・減災対策
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⾷料安全保障の確保

多⾯的機能の発揮

政策⽬標５ 農村における所得の向上と雇⽤機会の創出、農村に⼈が住み続け
られる⽣活環境の確保、多様な⼈材が関わる機会の創出　　

農業生産基盤及び生産・販売施設の整備（長野県東筑摩郡生坂村）

国、県、市町村による集落の共同活動への支援等の強化

生活インフラの整備
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TEL.059-224-3555 FAX.059-225-7332

ため池保全サポートセンターみえ

相談窓口 月曜AM・木曜AM

〒514-0006　津市広明町330番地
三重県土地改良会館　４階
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「第16 回みえのつどい」開催について

御浜地域環境活動組織（御浜町・紀宝町）
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サマーセミナーの開催サマーセミナーの開催
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桑名支部　第69回通常総会　開催報 告

津支部　第６8回通常総会　開催報 告
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総会の様子

報 告
本会松阪支部の第６８回通常総会が去る８月４日（月）午

前１１時１５分より松阪市本町の「松阪市産業振興センター 
研修ホール」において開催し、委任状を含めて２３名が出席
しました。

総会は竹上支部長の挨拶で始まり、来賓としてご臨席さ
れた松阪農林事務所宮﨑所長、本会藤本専務理事より祝
辞をいただきました。その後支部長を議長に選任し、議事
は進められました。議事は右記の４議案が上程され、第１号
議案、第２号議案、第３号議案は原案どおり承認されました。
第４号議案 役員の選任については、支部長に竹上松阪市
長、副支部長に久保多気町長が再任されました。

なお、視察研修は１０月９日（木）～１０日（金）に長野県方
面で実施する予定です。このことについては、次号（３６０号）
で報告させていただきます。

竹上支部長挨拶

総会の様子

議　案
第１号議案　令和６年度事業報告、同収支決算について
第２号議案　令和７年度事業計画、同収支予算について
第３号議案　規約の一部改正について
第４号議案　役員の選任について

松阪支部　第６８回通常総会　開催

伊勢志摩支部　第１9回通常総会・視察研修　開催報 告
去る８月５日( 火 )～６日( 水 )に、第１９回通常総会並

びに最新のスマート農業機械の見学とイネの品種につい
ての学びを目的とした視察研修 ( 岐阜県、福井県)を開催
しました。
総　会
　総会は、１日目の車中で開催しました。

奥山支部長 ( 宮川用水土地改良区理事長 )を議長に
選任し、上程した第１号、第２号議案は原案どおり承認さ
れ、第３号議案 役員の選任については、支部長に奥山宮
川用水土地改良区理事長、副支部長に辻村玉城町長、橋
爪志摩市長が再任されました。
議　案

第１号議案　令和６年度事業報告及び同収支決算について
第２号議案　令和７年度事業計画及び同収支予算について
第３号議案　役員の選任について

車中での奥山支部長挨拶

採決の様子
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視察研修
１日目は、岐阜県スマート農業推進センター( 海津市 )を

訪れ、県内のスマート農業の取り組み状況について研修を
受けました。

当施設のオペレーションセンターには、研修スペースと操
作展示機器のコーナーがあり、２班に分かれて、相互に説
明を受けました。

研修スペースでは、令和５年度より岐阜県スマート農業
推進計画の第２期計画が進んでおり、６つの重点施策に
基づいて、当施設を含め県内４カ所の拠点施設が連携し
て、研修会の開催やスマート農業機器の貸出、技術の普及
および新たな開発や、これまで収集したデータ等をクラウ
ド化し、関係者が広く活用･共有できるよう「農業ＤＸプ
ラットホーム」の構築を進めているとのことです。この分野
においては、近隣では岐阜県が進んでおり、今回の研修を
受けて参考になることが多く見つかったように思います。

展示機器のコーナーでは、スマート農業機器を実際に
見学しました。一部は他の拠点施設へ貸し出されており、
パネルでの説明を受けました。スマート農業機器の本体

座学での様子（2日目）

は、主に充電式バッテリーで作動するものがほとんどで、
参加者からは１回の充電で何時間稼働するか、予備のバッ
テリーの必要数は？などの質問が出ました。

２日目は、福井市にある福井県農業試験場を訪れまし
た。この試験場は、昭和３１年に水稲品種「コシヒカリ」を
開発しました。コシヒカリの育成者であった石墨慶一郎博
士の当時の苦労や開発に至るまでの経緯について説明を
受けました。

また、コシヒカリの弱点である、倒れやすい、夏の暑さや
病気に弱い点などを克服し、同時に食味や外観品質にも
優れた新品種「いちほまれ」を平成２９年に開発し、その
説明を受けました。

そのあと場内を見学し、水稲の品質改良の歴史などが
分かる展示物等を見学しました。

今回の研修は、主に営農に関する内容ではありました
が、少ない人材での農業経営に関すること、および近年頻
発する猛暑に強いお米の開発についてと、双方ともにタイム
リーな内容であり、大変有意義なものとなりました。

研修スペースでの座学の様子（1日目） 展示操作機器コーナーでの様子（1日目）

参加者集合写真

展示コーナーで説明を
受ける様子 (2日目）

展示物（コシヒカリを生ん
だ稲の品種）（2日目）
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受 付 期 間  第 １ 次 試 験 第 ２ 次 試 験 最 終 合 格 発 表

【１回目】
5月1日（木）～

5月30日（金）

6月１3日（金）
  午後1時30分 　6 月下旬 7 月中旬

【２回目】
6月9日（月）～

9月26日（金）

10月７日（火）
  午後1時30分  　10 月下旬 11 月上旬

【3回目】
１0月27日（月）～

12月5日（金）

12月12日（金）
  午後1時30分 　12 月下旬　  1 月上旬

採用予定人員
受　験　資　格

学　歴　等 生　年　月　日 そ　の　他

若干名

学校教育法に基づく大学（短
期大学を除く）を卒業した者及
び令和8年3月31日までに大
学を卒業する見込みの者	

平成8年4月2日から平成１
6年4月1日までに生まれた
人

職員人事規程第７条（欠
格事項）に該当する人は、
受験できません※１

職　　　　種 職　務　内　容

①技術職（若干名）
・土地改良事業（農業農村整備事業）に関する調査・計画・測量・設計・施工管理、
施設機械（ポンプ・ゲート等）の操作、メンテナンスに関する等の業務
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区　　分 試　験　科　目 試　験　の　内　容

第１次試験

一般適応試験 「知的能力」「態度能力」を診断するため、一般知識及び能
力についての択一式による筆記試験

作　　　文 「今後の日本の農業・農村」について、原稿用紙２枚以内（800
字以内）にまとめる

第２次試験 口 述 試 験 理解力や表現力及び職場適応性等について、個別面接によ
り行う




